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【総　括】

前年の事務点検評価を生かした施策・事業が随所に見られるなど、良好で成果が上がっていると思われる。特に、土曜日授業・放課後子ども教室・幼保一元化・しあわせづくり研修会等々の、独自の施策による各課・室の努力が伺え、高く評価できる。今後とも、各課の横の連携を密にして、有効かつ迅速な施策がとられることを強く望みたい。

自らの事務点検評価にあたっては、「東かがわ市教育基本計画」に沿って、計画から実行、検証、改善という過程を重視して、次の計画に繋げているが、さらに尽力願いたい。なお、施策、事業の記述は、簡明で具体的でやさしくを旨として、横文字は最小限とし、数値を用いるなど、市民に分かりやすいものとなるよう心がけていただきたい。
「東かがわ市学校施設整備構想」に沿って、学校再編事業に取り組み、特色ある学校づくりに向けた教育環境の整備充実に努めてきていることを評価し、その取り組みに敬意を表したい。また、全国的にも先駆的な「土曜日授業運営事業」は、教職員の負担軽減の方策など工夫をこらし、主体的に取り組むことは望ましいことであり、さらなる発展を期待している。　

子どもたちには、自分で考え、自分で生きる力を身につけるために、人間性を育む教育を行い、自分なりの価値観をもった「自立した個人」を育成していかなければならないと考えている。そして、子どもたちがルールや法律を守り、健やかな身体と豊かで康らかな心を持ち、自分に厳しく相手にはやさしく、「夢や志」を持って未来を拓いていけるよう、家庭、学校、地域、民間等が連携して取り組むことが大切である。こうした意識を一層啓発されることを望む。

子どもたちが未来の地域防災リーダーとして地域を歩き、地域の方々や専門家の力を借りて、「地域の防災・安全点検」を行い、防災の提言と防災マップを作ることができるよう重ねて要望するので、実現に向けて検討して欲しい。

　 
いじめやいわゆる問題行動などで不測の事態が発生したときや悪い情報は上司に早く報告し、組織全体で取り組まなければならない。「小さなことが結局、大事に至る」ことを肝に銘じて対処されたい。不測の事態が起きないことにこしたことはないが、人は起きたことにどう対処したかによって評価される。悪いことは早めに芽を摘んでおくことが大切であり、本市の教育環境が安定している今こそ、意識すべきことであると考える。

　来年４月から施行される「改正地方教育行政法」は、教育の政治的中立性を確保しつつ、責任の明確化、首長との連携強化を図るものである。教育委員会と首長が二人三脚でそれぞれの責任を果たし、より良い教育を目指して欲しい。

以上、教育施策を、家庭、学校、地域、民間等が連携して取り組み、それぞれの教育力が発揮されてこそ、「夢や志」を持った子どもたちのみならず、市民が豊かな人生を送ることができる社会に繋がっていくものと考える。今後の一層の発展に期待している。
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